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平成 20年１月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

平成 19 年８月 10 日付の「平成 20 年１月期 決算短信（連結）」および「平成 20 年１月期 個

別財務諸表の概要」にて公表した平成 20 年１月期（平成 19 年１月 21 日～平成 20 年１月 20 日）

の通期業績予想について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１．平成 20 年１月期連結業績予想の修正（平成 19 年１月 21 日～平成 20 年１月 20 日） 
             （単位：百万円、%） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ５９，９００ ３，７５０ ２，４００ △８００

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ５３，７００ ２，４１０ ９２０ △１，６４０

増 減 額（Ｂ－Ａ） △６，２００ △１，３４０ △１，４８０ △８４０

増 減 率（％） △１０．４ △３５．７ △６１．７ ―

（ご参考）前期実績 
（平成 19 年 1 月期） ７６，０２８ ４，７０８

 
２，８３２ １，４９４

 
２．平成 20 年１月期単独業績予想の修正（平成 19 年１月 21 日～平成 20 年１月 20 日） 

 （単位：百万円、%） 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ５２，１００ ２，６４０ ２，０７０ △９４０

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ４９，３００ １，５７０ １，０７０ △９６０

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２，８００ △１，０７０ △１，０００ △２０

増 減 率（％） △５．４ △４０．５ △４８．３ ―

（ご参考）前期実績 
（平成 19 年 1 月期） ６６，９６７ ２，９７９

 
１，８７０ ９６２
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３．[修正理由] 
（連結業績） 
売上高につきましては、低価格帯商品の中古一戸建て住宅の販売棟数が下半期予想より増加しまし

たが、販売単価の低下傾向を販売棟数で補うまでには至りませんでした。また収益物件の販売は金融

機関が不動産融資を縮小させている状況下において、購入意欲が下半期は低下したため、前回発表し

た予想を下回る見込みです。 
経常利益につきましては、中古一戸建て住宅の在庫調整を優先し、1年を超えた在庫の販売に重点を
置いた結果、粗利益率が低下しました。経費削減にも取り組んでまいりましたが、粗利益減益の吸収

まではいかず前回発表した予想を下回る見込みです。 
当期純利益につきましては、固定資産の売却による特別利益を計上する一方で、有利子負債の削減お

よび資金の効率化を図り、中古一戸建て住宅再生事業への重点的資金配分を行うため、子会社の見直

しを進めてまいりましたことにより、サービサー事業の撤退を前提に買取債権(帳簿価額 722 百万円)
及び不動産(帳簿価額 899百万円)の資産の処分を行なった結果、515百万円の特別損失が発生しました。
またファクタリング事業撤退を前提にファクタリング債権(帳簿価額 2,113 百万円)の処分を行い 348
百万円の特別損失を計上する結果となり、前回発表した予想を下回る見込みです。 
（個別業績） 
経常利益につきましては、１年を超えた中古一戸建て住宅の重点販売などにより、粗利益率の低下

となり前回発表しました予想を下回る見込みです。 
 

※ 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想

につきましては、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異

なる場合があります。 
 

以  上 


